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東日本大震災を受けて、巨大災害から生命と国土を護るため、３０学会が
集まり連続シンポジウムを開催してきました。すべての学会の代表が結集
し総括フォーラムを開催します。

プログラム
13：00　挨拶･シンポジウム報告　
　司　会：目黒公郎（日本学術会議連携会員、東京大学教授）

　挨　拶：大西　隆（日本学術会議会長、東京大学教授）

　　　　　家　泰弘（日本学術会議会員、第三部部長、東京大学教授）

　　　　　和田　章（日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、

　　　　　　　　　　東京工業大学名誉教授）

　連続シンポジウム報告（第 1回－第 7回）：

　　　　　依田照彦（日本学術会議会員、早稲田大学教授）

13：20　学会発表およびディスカッション ( 詳細は 2ページを参照ください）
　コーディネータ　米田雅子（日本学術会議連携会員、慶應義塾大学特任教授）

　発表者　３０学会から会長などの代表者が４テーマに分かれて登壇

　　　　　テーマごとに発表とディスカッションを行う

　　　　 テーマ１：想定される巨大災害と国土づくり
　　　　 テーマ２：巨大災害に強い地域・まちづくり
　　　　 テーマ３：巨大災害に今どう備えるか
　　　　 テーマ４：自然災害と国土保全
　　　17：30　全体討論
　　　17：55　閉会挨拶　依田照彦



日本学術会議主催学術フォーラム

15：20　休憩
　

学会発表およびディスカッション
コーディネータ　米田雅子（日本学術会議連携会員、慶應義塾大学特任教授）

13：20　テーマ１：想定される巨大災害と国土づくり
　　　テーマ趣旨：
　東海地震・東南海地震・南海地震、さらに首都直下地震
などへの対策は急務かつ重要な課題であり、ハザード（地
震動、津波など）とそれへの対策の二面から検討する必要
がある。長期的なビジョンの下で作成される国土計画やこ
れに基づく社会基盤の整備を進める必要がある。また、こ
のようなハード面の充実に加えて、災害時の対応などソフ
ト面での対策も欠かせない。これらを組み合わせた経済的・
時間的に現実的な国土政策はいかにあるべきかを議論する。
　
　日本地震学会会長　　　　加藤照之
　日本活断層学会会長　　　中田　高
　日本地震工学会会長　　　川島 一彦
　日本自然災害学会副会長　高橋和雄　　　  
　日本災害情報学会副会長　吉井博明
　土木学会会長　　　　　　小野武彦　
　日本計画行政学会会長　　大西　隆

14：20　テーマ２：巨大災害に強い地域・まちづくり
　　　テーマ趣旨：
　東日本大震災の後、日本列島が地震の活動期に入って
いるといわれ、巨大地震の発生が危惧されている。地域・
まちづくりにおいて、今後、根本的に見直していくべき
ものは何かを議論する。さらに、今後の望ましい地域・
まちづくりにおいて、重要と思われる方向性およびその
方法などについて議論する。
　　

　日本建築学会会長　　　　　　和田　章
　空気調和・衛生工学会副会長　井上　隆
　こども環境学会会長　　　　　小澤紀美子
　日本造園学会会長　　　　　　増田　昇
　地理情報システム学会会長　　浅見泰司

15：30　テーマ３：巨大災害に今どう備えるか 

　　　テーマ趣旨：
　東日本大震災の被災地における復旧・復興を一刻も早く成
し遂げるとともに、それを通して得られた減災のための知見
をいち早く近い将来に迫る巨大災害対策へ反映することが喫
緊の課題である。時間的、社会的および経済的制約の下で、
いかにしてわが国が巨大災害に備え、迎え、そこから再生す
べきかを議論する。
　　　
　地域安全学会会長　　　　　　　宮野道雄
　日本火災学会会長　　　　　　　佐藤研二
　環境システム計測制御学会会長　清水芳久
　日本原子力学会会長　　　　　　野村茂雄
　日本機械学会会長　　　　　　　金子成彦
　日本集団災害医学会理事　　　　小井土雄一
　廃棄物資源循環学会副会長　　　吉岡敏明

16：30　テーマ４：自然災害と国土保全 
　　　テーマ趣旨：
　自然環境・社会環境の劣化と少子・高齢化が急速に進み、
社会的・経済的大打撃に対する回復力が期待できなくな
りつつある我が国では、災害に強い国づくりが今後一層
重要となる。各地で頻発する洪水や土砂災害などの自然
災害を踏まえ、国土保全の観点から、課題と今後の方向
性を議論する。
　　　
　砂防学会前会長　　　　　　　　鈴木雅一
　日本森林学会会長　　　　　　　井出雄二
　日本地すべり学会会長　　　　　檜垣大助
　地盤工学会会長　　　　　　　　末岡　徹
　日本応用地質学会会長　　　　　千木良雅弘
　日本コンクリート工学会副会長　丸山久一
　農業農村工学会会長　　　　　　塩沢　昌
　日本水環境学会会長　　　　　　中島　淳
　日本地域経済学会理事長　　　　鈴木　誠

　日本都市計画学会会長　　　　後藤春彦



日本学術会議主催学術フォーラム	 

「巨大災害から生命と国土を護る-三十学会からの発信」	 

	 

日本学術会議	 土木工学・建築学委員長	 

東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会	 議長	 

	 	 	 和田	 章	 

趣旨説明	 

	 

	 2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震による東日本大震災では、深

刻な地震・津波災害および原子力事故を我々にもたらし、未だ復興の道筋が明らか

になっていない混迷の中にある。わが国の学術団体である学協会は、この災害から

の復旧・復興、さらに将来予想される巨大地震への備えに対して、総力を挙げて取

り組まなければならない。防災・減災・国土政策分野は非常に多くの分野が相互に

関係するものであり、多くの関連省庁、公的研究機関、大学等が密接に連携して、

今後の対策の立案・実施を進めていく必要がある。	 

	 日本学術会議土木工学・建築学委員会の呼びかけで集まった関連学協会による「東

日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会」は、このようなわが国の現状に鑑み、

従来の枠組みを超えてより多くの関係者が情報交換・議論する連続シンポジウムを

昨年 12 月から 8月まで、次のテーマで開催してきた。さらに本年 5月に第 3回目ま

でのシンポジウムの内容に基づいた「３０学会・共同声明」を発表した。	 

	 

第 1回：今後考えるべきハザード（地震動、津波等）と規模は何か	 

第 2回：大災害の発生を前提として国土政策をどう見直すか	 

第 3回：減災社会をどう実現するか	 

第 4回：首都直下・東海・東南海・南海等の巨大地震に今どう備えるか	 

第 5回：大震災を契機に地域・まちづくりを考える	 

第 6回：原発事故からエネルギー政策をどう建て直すか	 

第 7回：大震災を契機に国土づくりを考える	 

	 

	 日本学術会議土木工学・建築学委員会は、「東日本大震災の総合対応に関する学協

会連絡会」と共に、連続シンポジウムの各回で議論された内容を総括し、今後の活

動に向けての学術の方向性について議論するために、このたび、本学術フォーラム

を開催することにした。	 

わが国の学術界が今後発生する巨大災害からわが国を護るための学術の方向と基

本政策について、関連する学協会間で議論するとともに、その成果を広く国民に向

けて発信していく上で、重要なフォーラムとなるよう期待している。	 	 	 
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東京工業大学名誉教授，日本建築学会会長，東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会議長
日本学術会議会員：土木工学・建築学委員会委員長，日本建築学会：副会長，論文集委員会委員長，構造委員会委員長 , などを歴任
専門分野：建築構造学，耐震建築，免震構造，制振構造，地震工学
　１９６８年　　東京工業大学工学部建築学科卒業
　１９７０年　　東京工業大学大学院理工学研究科 建築学専攻修士課程修了 , 日建設計入社
　１９８２年　　東京工業大学助教授（工学部建築学科）
　１９８９年　　東京工業大学教授（工業材料研究所）
　１９９６年　　東京工業大学教授（建築物理研究センター／組織変更）
　２０１１年　　東京工業大学名誉教授 , 日本建築学会会長就任

和田　章
（わだ　あきら）

米田  雅子
（よねだ　まさこ）

慶応義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員，建設トップランナー倶楽部代表、博士（環境）
東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会幹事，内閣府規制改革会議委員など多くの政府委員を歴任 
JAPIC 森林再生事業化委員長，上閉伊（釜石・遠野・大槌）復興住宅協議会顧問
『日本は森林国家です』（ぎょうせい），『複業のすすめ―地域建設業の挑戦』（建通新聞社），『大震災からの復旧̶知られざる地域
建設業の闘い』（ぎょうせい，12 年 1月）等著書多数
専門分野：建設業と農業・林業の連携、森林再生、地方公共政策等
　１９７８年　　お茶の水女子大学卒，新日本製鐵入社
　１９９５年　　東京大学建築学専攻 研究生・研究員
　１９９８年　　NPO法人建築技術支援協会設立常務理事
　２００６年　　東京工業大学特任教授
　２００７年　　慶應義塾大学特任教授，建設業の新分野進出支援で内閣総理大臣表彰を受賞

日本学術会議主催　学術フォーラム　巨大災害から生命と国土を護る   ー３０学会からの発信ー

東京大学教授，生産技術研究所  都市基盤安全工学国際研究センター長
日本学術会議連携会員，内閣府中央防災会議専門委員， IAEE( 国際地震工学会 ) プログラムWSSI（世界安全推進機構）理事，
日本自然災害学会理事，地域安全学会理事，日本地震工学会理事，日本予防医学マネージメント学会理事　などを歴任
専門分野：都市震災軽減工学
　１９９１年　　東京大学大学院 工学系研究科 博士課程修了 , 工学博士
　１９９１年　　東京大学生産技術研究所 助手
　１９９５年　　東京大学生産技術研究所 助教授
　２００４年　　東京大学生産技術研究所 教授
　２００７年　　東京大学生産技術研究所 都市基盤安全工学国際研究センター長
　２０１０年　　東京大学大学院 情報学環 教授

目黒  公郎
（めぐろ　きみろう）

早稲田大学理工学術院教授，日本学術会議会員：土木工学・建築学委員会幹事，科学と社会委員会幹事
土木学会理事，土木学会関東支部長，日本橋梁建設協会理事，などを歴任
専門分野：構造力学，橋梁工学，基盤再生工学
　１９７０年　　早稲田大学理工学部土木工学科卒業
　１９７２年　　早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了
　１９７７年　　早稲田大学理工学部土木工学科助手
　１９８０年　　早稲田大学理工学部土木工学科専任講師
　１９８２年　　早稲田大学理工学部土木工学科助教授
　１９８７年　　早稲田大学理工学部土木工学科教授

依田  照彦
（よだ　てるひこ）

大西　隆
（おおにし　たかし）

東京大学大学院工学系研究科教授 , 日本学術会議会長 , 日本計画行政学会会長，財団法人日本地域開発センター理事長，
東日本大震災復興構想会議委員，産業構造審議会委員 , 月刊誌「地域開発」編集長
専門分野：都市環境システム
　１９８０年　東京大学大学院工学系研究科博士課程修了
　１９８２年　長岡技術科学大学 助教授
　１９８８年　東京大学工学部都市工学科 助教授
　１９９５年　東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 教授
　１９９８年　東京大学先端科学技術研究センター 教授
　２００８年　東京大学大学院工学系研究科 教授

家　泰弘
（いえ　やすひろ）

東京大学物性研究所・所長 , 文部科学省 科学技術・学術審議会専門委員，日本学術会議会員：第三部（理学・工学）部長
日本学術振興会学術参与 , 文部科学省 科学技術・学術審議会臨時委員等歴任
専門分野：量子輸送現象 , 超伝導、半導体 
　１９７４年　東京大学理学部物理学科 卒業 
　１９７９年　東京大学理学系大学院物理学専攻博士課程 修了 
　１９８５年　東京大学物性研究所凝縮系物性部門・助教授
　１９９４年　東京大学物性研究所凝縮系物性部門 教授
　１９９８年　東京大学先端領域研究部門・教授 
　２００８年　東京大学物性研究所・所長



講演者名 所　属 基調講演のタイトル等

島崎　邦彦
東京大学名誉教授、元日本地震学会長、日本学
術会議連携会員

東日本大震災後の地震

今村　文彦
東北大学教授、前日本自然災害学会長、日本学
術会議連携会員

津波発生のメカニズムと被災の実態 ‐予期出来な
かった地震と津波‐

大西　　隆
東京大学教授、日本計画行政学会長、日本学術
会議会長

減災の発想によるまちづくり

濱田　政則
早稲田大学教授、元土木学会長、日本学術会議
連携会員

＊パネリスト

和田　　章
東京工業大学名誉教授、日本建築学会長、日本
学術会議会員

＊パネリスト

講演者名 所　属 基調講演のタイトル等

伊藤　　滋
早稲田大学特命教授、東京大学名誉教授、元日
本都市計画学会長

巨大災害に対する国土政策

中村　英夫
東京都市大学長、東京大学名誉教授、元土木学
会長

巨大災害と国土政策

岸井　隆幸 日本大学教授、日本都市計画学会長 大災害の発生を前提とした国土政策の課題

嘉門　雅史
香川高等専門学校長、京都大学名誉教授、日本
学術会議会員

＊パネリスト

依田　照彦 早稲田大学教授、日本学術会議会員 ＊パネリスト

講演者名 所　属 基調講演のタイトル等

河田　惠昭 関西大学安全学部教授、日本災害情報学会長 減災社会に向かって

室崎　益輝
関西学院大学総合政策学部教授、災害復興制度
研究所所長

減災社会をどう実現するか？

佐藤　洋平 東京大学名誉教授、元農業農村工学会会長
東日本大震災を踏まえて農業農村から減災社会を考
える

福和　伸夫 名古屋大学教授、日本学術会議連携会員 ＊パネリスト

目黒　公郎 東京大学教授、日本学術会議連携会員 ＊パネリスト

講演者名 所　属 基調講演のタイトル等

千木良雅弘
京都大学防災研究所教授、日本応用地質学会会
長、日本学術会議連携会員

東日本大震災がもたらした教訓と応用地質学的課題

田中　哮義 京都大学名誉教授、日本火災学会副会長
都市直下地震・巨大地震へどう備えるか‐火災、避
難、産業の持続性の観点から‐

田中　宏明 京都大学教授、環境システム計測学会会長
EICA東日本大震災調査研究･･･下水処理場での電
気・計装設備の被害と復旧･･･

重川希志依 富士常葉大学教授、地域安全学会会長
首都直下・東海・東南海・南海等の巨大地震に今ど
う備えるのか

山本　保博
東京臨海病院病院長、日本集団災害医学会代表
理事

災害医療対策を考える

連続シンポジウム　巨大災害から生命と国土を護る‐24学会からの発信‐

基調講演およびパネリスト一覧

第4回　(2012.5.10)　首都直下・東海・東南海・南海等の巨大地震に今どう備えるか

コーディネータ：米田　雅子（慶応義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）第１回から第６回

コーディネータ：目黒　公郎（東京大学教授、日本学術会議連携会員）第７回

第1回　(2011.12.6）　今後考えるべきハザード（地震動、津波等）と規模は何か

第2回　(2012.1.18)　大災害の発生を前提として国土政策をどう見直すか

第3回　(2012.2.29)　減災社会をどう実現するか



講演者名 所　属 基調講演のタイトル等

布野　修司 滋賀県立大学副学長、日本建築学会副会長 震災復興・地域再生とコミュニティアーキテクト

仙田　　満 東京工業大学名誉教授、日本学術会議連携会員
大震災を契機に子どもが元気に育つ地域・まちづく
りを考える

増田　　昇
大阪府立大学大学院教授、日本造園学会会長、
日本都市計画学会副会長

ランドスケープの再生を通じた震災復興―大震災を
契機に地域・街づくりを考える―

吉岡　敏明
東北大学大学院環境科学研究科教授、廃棄物資
源循環学会理事「災害廃棄物対策・復興タスク
チーム」幹事

リサイクルを主眼とした災害廃棄物処理から見える
地域・まちづくり

浅見　泰司
東京大学空間情報科学研究センター教授・セン
ター長、地理情報システム学会会長

震災への備えと空間情報

講演者名 所　属 基調講演のタイトル等

入倉孝次郎
日本学術会議連携会員、京都大学名誉教授、愛
知工業大学客員教授

地震動・津波による原発事故の検証‐重大事故を2度
と起こさないために、我々は何をすべきか？‐

田中　　知 東京大学大学院教授、前日本原子力学会長
原子力エネルギーのリスク低減と今後のエネルギー
ミックスにおける役割

矢部　　彰
（独）産業技術総合研究所理事、日本機械学会
筆頭副会長、日本学術会議連携会員

将来のエネルギー源・エネルギー利用に関する定量
的検討評価と提言

坂本　雄三
（独）建築研究所理事長、前空気調和・衛生工
学会長

民生部門のエネルギー消費と省エネルギー技術 ～
民生部門（建築分野）ではどのくらいの省エネが可
能か～

藤江　幸一 横浜国立大学教授、前日本水環境学会会長 ＊パネリスト

講演者名 所　属 基調講演のタイトル等

日下部　治
茨城工業高等専門学校長、前地盤工学会長、日
本学術会議連携会員

大震災を契機に国土保全を考える ‐地盤災害の視
点から‐

鈴木　雅一
東京大学大学院教授、前砂防学会長、日本学術
会議連携会員

大震災を契機に国土づくりを考える ‐土砂災害の
防止・軽減の観点から‐

落合　博貴 （独）森林総合研究所　企画部長 津波により被災した海岸防災林の再生

丸山　久一
長岡技術科学大学教授、日本コンクリート工学
会副会長

コンクリート工学が果たす役割

岡田　知弘
京都大学大学院教授、日本地域経済学会長、日
本学術会議連携会員

震災復興と持続可能な地域づくり

第5回　(2012.6.21)　大震災を契機に地域・まちづくりを考える

第6回　(2012.7.24)　原発事故からエネルギー政策をどう建て直すか

（注）学会の役職は御講演当時のものを記載している。

第7回　(2012.8.8)　大震災を契機に国土づくりを考える



	 	 	 	 



学術フォーラム「巨大災害から生命と国土を護る̶３０学会からの発信」	 

 

テーマ１  「想定される巨大災害と国土づくり」 

 

趣旨	 

東海地震・東南海地震・南海地震、さらに首都直下地震などへの対策は急務かつ

重要な課題であり、ハザード（地震動、津波など）とそれへの対策の二面から検

討する必要がある。長期的なビジョンの下で作成される国土計画やこれに基づく

社会基盤の整備を進める必要がある。また、このようなハード面の充実に加えて、

災害時の対応などソフト面での対策も欠かせない。これらを組み合わせた経済

的・時間的に現実的な国土政策はいかにあるべきかを議論する。	 

 

発表者	 	 	 	 	 	 	 

日本地震学会会長	 	 	 	 加藤照之 
日本活断層学会会長	 	 	 中田	 高 
日本地震工学会会長	 	 	 川島一彦 
日本自然災害学会副会長	 高橋和雄	 	 	    
日本災害情報学会副会長	 吉井博明 
土木学会会長	 	 	 	 	 	 小野武彦	  
日本計画行政学会会長	 	 大西	 隆 

	 	 	 	 

	 	 

３０学会の代表者との意見交換	 

	 本テーマに関して、発表者以外の学会の代表の方々も交えて意見交換を行う	 	 

	 	 



 

 
 

 





 

 

 
"One Year after the 2011 Great East Japan Earthquake - 

International Symosium on Engineering Lessons Learned from the Giant Earthquake-" 2012 3 1-4
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http://www.jaee.gr.jp/event/seminar2012/eqsympo/proceedings.html 

2012 5 24  
http://www.jaee.gr.jp/jp/wp-content/uploads/2012/06/20120524proposal.pdf 

2011 10 20112 3 7

http://www.jaee.gr.jp/jp/stack/mag-j/ 
2012 9 11 2
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　東日本大震災では沿岸に位置していた200箇所
の下水処理場が津波に襲来され、未曾有の被害
を受けた。とりわけ、津波の波力や漂流物、海
水浸入による電機・計装設備への被害は甚大で
復旧には長期間を要した。津波による浮力やヘ
ドロ堆積の被害も発生した。水道が早期に復旧
してからは、下水道は仮復旧で対応しなければ
ならない状況が相当期間続いた。このような困
難の中、被災現場では瓦礫撤去、仮設設置、本
設設置の仕事が段階的に進められてきた。下水
処理場の復旧段階での要点は最初の段階では揚
水機能の確保と放流水の消毒作業であり、次に
電力と汚泥処理機能の確保であった。
　以上の対策を通じて、事業継続計画(BCP)の

有効性や自衛隊、警察、支援自治体、関連企業
の効用が再確認された。
　環境システム計測制御学会（EICA）では、被
災下水処理場の現地調査を行い、電機・計装シ
ステムの被災状況を把握して原因分析と影響の
評価を行い、被災から1年後に調査報告書を作成
して12項目の提言を発表した。この提言をもと
にし、津波被害の情報共有を目指して全国の自
治体下水道事業者に講演会を行った。このよう
な下水処理場における大規模な津波被害は人類
史上初めての経験であった。この被害を「正し
く学び、正しく恐れて正しく対応する」ことが
大切だと考えている。
 



 

 



 
 

 

 

ASME

Forging a New Nuclear Safety Construct
 

 



 

 
 

(1.17)

(3.11)
1.17

 

3.11
1,121

 

 



 
 



学術フォーラム「巨大災害から生命と国土を護る̶３０学会からの発信」	 

 

テーマ４  「自然災害と国土保全」 

	 

趣旨	 

自然環境の劣化・社会環境の変化と少子・高齢化が急速に進み、社会的・経済的

大打撃に対する回復力が期待できなくなりつつある我が国では、災害に強い国づ

くりが今後一層重要となる。各地で頻発する洪水や土砂災害などの自然災害を踏

まえ、国土保全の観点から、課題と今後の方向性を議論する。 
 
 

発表者	 	 	 	 	 	 	 

砂防学会前会長	 	 	 	 	 	 	 	 鈴木雅一 
日本森林学会会長	 	 	 	 	 	 	 井出雄二 
日本地すべり学会会長	 	 	 	 	 檜垣大助 
地盤工学会会長	 	 	 	 	 	 	 	 末岡	 徹 
日本応用地質学会会長	 	 	 	 	 千木良雅弘 
日本コンクリート工学会副会長	 丸山久一 
農業農村工学会会長	 	 	 	 	 	 塩沢	 昌 
日本水環境学会会長	 	 	 	 	 	 中島	 淳 
日本地域経済学会理事長	 	 	 	 鈴木	 誠 

	 

	 	 

３０学会の代表者との意見交換	 

	 本テーマに関して、発表者以外の学会の代表の方々も交えて意見交換を行う	 	 
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(社）砂防学会の大震災後の取り組み 

 

１．2011/4/18 会長声明「東日本大震災に対する砂防学会の対応について」  

  発表 
学会員の総力を挙げて、東日本大震災で生じた土砂災害の実態の把握やその発生 

機構等の解明をはじめとして、急を要する課題、根源的課題の両者を検討対象とす 

る委員会を設け、調査を行うことを述べた。 

 

２．「東北地方太平洋沖地震災害調査委員会」（2011 年度～2012 年度）を立ち 

  上げ。 
再度災害防止のための中山間地での土砂災害、都市部での斜面災害の発生原因  

の解明、また、持続可能な地域づくりに向けた減災対策のあり方を中心に現在も調 

査活動を実施中。 

 

３．2012/1/17 特別シンポジウム「海溝型地震による土砂災害を考える」の開催。 
 東京大学弥生講堂。上記委員会の中間報告を行った。 

 

４．2012/5/23 学会大会における「地震砂防」セッションの開催 

 

５．砂防学会「東北地方太平洋沖地震災害調査委員会」のとりまとめ報告を 

  準備中 

 

海溝型地震による 
土砂移動地点 
宝永地震（1707） 
安政東海・南海地震（1854） 
大正関東地震（1923） 

避難に活用できる砂防施設 
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国土保全、インフラ整備におけるコンクリート構造物の役割と課題

 

(公社)日本コンクリート工学会副会長 丸山久一（まるやま きゅういち） 

長岡技術科学大学教授  

専門分野：コンクリート工学，耐震工学，維持管理工学 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、

防波堤や護岸ブロックの倒壊、橋梁の流失等、コン

クリート構造物が巨大津波に耐えられないケースが

いくつか見られた。地震の影響については、1995

年 1 月に発生した兵庫県南部地震で見られたような

ビルや高速道路の倒壊は認められなかったが、コン

クリートの壁や柱が破壊したケースは見られた。こ

れらの状況から、日本コンクリート工学会（JCI）

は、大震災の発災直後に「JCI 東日本大震災に関す

る特別委員会」を設置し、2 年間で①コンクリート

構造物の被災調査、②これまでの設計・施工技術の

検討、③放射線や熱によるコンクリートへの影響に

関する調査、④コンクリートの製造等を含めた復旧、

復興における課題の整理、を実施することとした。 

2012 年 2 月末には、この間の調査結果等を緊急

提言として 5 項目（地震対策、津波対策、原子力発

電所の被災、復旧・復興に向けて、提言の実現と他

学協会等との連携）にまとめて公表し、7 月には

JCI 年次大会において中間報告を行った。来年 3 月

にはこの 2 年間の活動成果を報告書としてまとめ、

公表する予定である。放射線による影響や、放射能

物質の封じ込めについては、更なる調査研究が必要

であることから、2012 年 3 月に研究委員会を設置

し、2年間、検討を継続することとした。 

コンクリートは、砂防堰堤、各種擁壁、防波堤や

防潮堤等の防災施設を建造する材料として、また、

建築物、道路、橋梁、ダム、トンネル、水路構造物

などのインフラ整備の基幹材料として使用されてき

ている。わが国でコンクリート構造物が建造されて

からまだ 150 年に満たないが、この間に設計、施工

の技術は進み、外力が適切に設定されれば、それに

抵抗できる構造物を建造できるレベルに達している。

ただ、実存するコンクリート構造物で 100 年以上使

用されているものは極く少数で、厳しい環境作用を

受ける状況では劣化の進みが速く、数十年で改築が

必要なものも出てきている。さらに、コンクリート

の基本材料である骨材（砂利、砂）も良質なものが

枯渇しつつある。被災した構造物から出るコンクリ

ートガラも含め、再生骨材等を使用して適切な構造

物を建造する技術開発がより一層求められている。 

 

                      コンクリート工学会（JCI）の大震災後の取り組み               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 3 月 28 日 2012 年 2 月 27 日 2012 年 7 月 5 日 2013 年 3 月

理事会において震災特

別委員会（2 年間）の設

置を決定 

JCI 提言を公表 中間報告 

（於 JCI 年次大会）

報告書の作成 

JCI 東日本大震災に関す

る特別委員会

材料生産・施工小委員会

構造設計小委員会

 鉄道・道路構造物 WG
 港湾構造物 WG
 建築構造物 WG

エネルギー関連施設

小委員会

 放射線の影響 WG
 封じ込め WG 

地震対策

  現行の設計法の評価

津波対策

  各種構造物の現状

原子力発電所の被災

  必要な調査内容

復旧・復興に向けて

  法令上の問題点

  ガレキの有効利用

  放射性物質の処理

他学協会との連携

耐震設計・耐震補強の有効性

耐津波性能

放射線、熱の影響

放射性物質の封じ込め

製造施設の復旧・復興

品質保証

ガレキの有効利用

研究委員会（2 年間）の設置 

「放射性物質の封じ込めとコンクリート材料

の安全利用」 

2012 年 3 月 28 日
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学術フォーラム「巨大災害から生命と国土を護る̶３０学会からの発信」	 

 

全体討論 

 

趣旨	 

東日本大震災を受けて、今後発生する巨大災害からわが国を護るための学術の方

向と基本政策について、関連する学協会間で議論するとともに、３０学会（２９

学会と学協会連絡会）が参加する「東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡

会」の今後の進むべき方向と連携のとりかたについて議論する。 
なお、議論の一つのたたき台の資料として、学協会連絡会の幹事から「平成２５

年度—２７年度計画（案）」を提示するが、これは検討中のものであり、各学会の
実務担当者と幹事による会議で協議する予定である。 
 
 

３０学会の代表者がすべて参加して意見交換を行う	 	 

	 	 	  

日本地震学会会長	 	 	 	 	 加藤照之 
日本活断層学会会長	 	 	 	 中田	 高 
日本地震工学会会長	 	 	 	 川島一彦 
日本自然災害学会副会長	 	 高橋和雄 
日本災害情報学会副会長	 	 吉井博明 
土木学会会長	 	 	 	 	 	 	 小野武彦 
日本計画行政学会会長	 	 	 大西	 隆 
日本建築学会会長	 	 	 	 	 和田	 章 
空気調和・衛生工学会副会長	 井上隆 
こども環境学会会長	 	 	 小澤紀美子 
日本造園学会会長	 	 	 	 	 増田	 昇 
地理情報システム学会会長	 浅見泰司 
日本都市計画学会会長	 	 	 後藤春彦 
地域安全学会会長	 	 	 	 	 宮野道雄 
日本火災学会会長	 	 	 	 	 佐藤研二 

 

環境システム計測制御学会会長	 清水芳久 
日本原子力学会会長	 	 	 	 	 	 野村茂雄 
日本機械学会会長	 	 	 	 	 	 	 金子成彦 
日本集団災害医学会理事  	 	 小井土雄一 
廃棄物資源循環学会副会長	   	 吉岡敏明 
砂防学会前会長	 	 	 	 	 	  	  鈴木雅一 
日本森林学会会長	 	 	 	 	   	 井出雄二 
日本地すべり学会会長	 	 	   	 檜垣大助 
地盤工学会会長	 	 	 	 	 	  	  末岡	 徹 
日本応用地質学会会長	 	  	  千木良雅弘 
日本コンクリート工学会副会長	 丸山久一 
農業農村工学会会長	 	 	 	 	   塩沢	 昌 
日本水環境学会会長	 	 	 	   	 中島	 淳 
日本地域経済学会理事長	 	  	  鈴木	 誠 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   	 	 （発表順） 

	 

コーディネータ	 

日本学術会議連携会員・東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会幹事	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 米田雅子	 
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日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
14：00-14：15　　
　司　会　　目黒公郎（日本学術会議連携会員、東京大学教授）　　
　挨　拶　　大西　隆（日本学術会議会長、東京大学教授）
　　　　　　家　泰弘（日本学術会議会員、第三部部長、東京大学教授）
　趣　旨　　和田　章（日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、
　　　　　　　　　　　東京工業大学名誉教授）
14：15-15：45
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　島崎邦彦（東京大学名誉教授、元日本地震学会長、
　　　　　　　　　　　日本学術会議連携会員）　
　　　　　　今村文彦（東北大学教授、前日本自然災害学会長、
　　　　　　　　　　　日本学術会議連携会員）　
　　　　　　大西　隆（東京大学教授、元日本都市計画学会長）　
16：00-17：30　　
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　　　米田雅子（慶應義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　　　基調講演者３名に加えて
　　　　　　濱田政則（早稲田大学教授、元土木学会長、日本学術会議連携会員）
　　　　　　和田　章（東京工業大学名誉教授、日本建築学会長）

申込先：参加希望（第１回）と明記し、所属、氏名、所属学会名とともに
　　      メールでお申込下さい　Email : sympo.ndm@gmail.com
問合わせ先：早稲田大学准教授　小玉 乃理子　Email : kodama@aoni.waseda.jp

連続シンポジウムの申込先：Email : sympo.ndm@gmail.com

連続シンポジウム（予告）
　平成 24年 1月 18 日（水）開催　第２回　
　　大災害の発生を前提として国土政策をどう見直すか
　平成 24年 2月開催　第３回　
　　減災社会をどう実現するか
今後のテーマ（検討中）
　「首都直下地震、東海地震等の巨大地震と津波に、今日どう備えるか」
　「大震災を契機に地域・まちづくりのあり方を考える」
　「地盤災害の軽減のために何が必要か」
　「原子力発電の安全性をどう評価するか」
　「大震災発生時の教訓と記録をどう伝えるか」等
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日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
14：00-14：15　　
　司  会　 目黒公郎（日本学術会議連携会員、東京大学教授）　　
　挨  拶　 和田　章（日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、
　　　　　　　　　   東京工業大学名誉教授）

14：15-15：45
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　   伊藤　滋（東京大学名誉教授、元 日本都市計画学会長）
　　　　   中村英夫（東京都市大学長、東京大学名誉教授、元 土木学会長）
　　　　   岸井隆幸（日本大学教授、日本都市計画学会長）

16：00-17：30　　
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　  米田雅子（慶應義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　  基調講演者３名に加えて
　　　　  嘉門雅史（香川高等専門学校長・京都大学名誉教授、
　　　  　　　　　　日本学術会議会員）
　　　　  依田照彦（早稲田大学教授、日本学術会議会員）

申込先：参加希望（第 2回）と明記し、所属、氏名、所属学会名とともに
　　　　メールでお申込下さい　Email : sympo.ndm@gmail.com
ご案内URL：http://www.akira-wada.com/ndm/no2.html
問合わせ先：早稲田大学准教授　小玉 乃理子　Email : kodama@aoni.waseda.jp

連続シンポジウムの申込先：Email : sympo.ndm@gmail.com

連続シンポジウム（予告）
　平成 24年 2月開催　第３回　減災社会をどう実現するか

今後のテーマ（検討中）
　「首都直下地震、東海地震等の巨大地震と津波に、今日どう備えるか」
　「大震災を契機に地域・まちづくりのあり方を考える」
　「地盤災害の軽減のために何が必要か」
　「原子力発電の安全性をどう評価するか」
　「大震災発生時の教訓と記録をどう伝えるか」等
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日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
　　　　14：00-14：10　

）員会携連議会術学本日、授教学大京東（      郎公 黒目 　会  司　
）授教学大京東、長会議会術学本日（  　隆 　西大 　拶  挨　

、長員委会員委学築建・学工木土、員会議会術学本日（      章 　田和 　旨  趣　
　　　　　　　　　 　   東京工業大学名誉教授）
　共同声明について　 

　）授教学大田稲早、員会議会術学本日（  　彦照 田依   　　　　
　　　　14：10-16：15
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　   千木良 雅弘（日本学術会議連携会員、京都大学防災研究所教授、
　　　　　　　　　　    日本応用地質学会長）

）長会副会学災火本日、授教誉名学大都京（      義哮 中田   　　　　
）長会学御制測計ムテスシ境環、授教院学大学大都京（  　明宏 中田   　　　　

　　　　   重川 希志依（富士常葉大学教授、地域安全学会長）
）事理表代会学医害災団集本日、長院病院病海臨京東（  　博保 本山   　　　　

　　　　16：25-17：45　　
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　   米田 雅子（慶應義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　   基調講演者 5名により行う

申込先：下記サイトの申込フォームよりお申込ください
　　　　URL　 http://jeqnet.org/sympo/no4.html
　　　　定員になり次第締め切らせて頂きますので、ご了承ください

　

連続シンポジウムの申込先URL : http://jeqnet.org/sympo/no4.html

連続シンポジウム（予告）
　平成 24年 6月 21 日（木）開催　第 5回　
　　「大震災を契機に地域・まちづくりを考える」

　平成 24年 7月 24 日（火）開催　第 6回　
　　「原発事故からエネルギー政策をどう建て直すか」
　平成 24年  8 月   8 日（水）開催　第 7回
　　「大震災を契機に国土づくりを考える」

　平成 24年 11 月　総括フォーラム開催予定
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問合わせ先：東京工業大学　小野口弘美 　Email : onoguchi@serc.titech.ac.jp
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日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
14：00-14：15　　
　司  会　 依田照彦（日本学術会議会員、早稲田大学教授）　
　挨  拶　 和田　章（日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、
　　　　　　　　　   東京工業大学名誉教授）

14：15-15：45
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　   河田 惠昭（関西大学教授、日本災害情報学会長）
　　　　   室崎 益輝（関西学院大学教授・災害復興制度研究所長）
　　　　   佐藤 洋平（東京大学名誉教授、元 農業農村工学会長）
　　　　16：00-17：30　　
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　   米田雅子（慶應義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　   基調講演者３名に加えて
　　　　   福和 伸夫（名古屋大学教授、日本学術会議連携会員）
　　　　   目黒 公郎（東京大学教授、日本学術会議連携会員）

申込先：下記サイトの申込フォームよりお申込ください
　　　　URL　 http://jeqnet.org/sympo/no3.html
　　　　定員になり次第締め切らせて頂きますので、ご了承ください

　

連続シンポジウムの申込先URL : http://jeqnet.org/sympo/no3.html

今後のテーマ（検討中）
　「首都直下地震、東海地震等の巨大地震と津波に、今日どう備えるか」
　「大震災を契機に地域・まちづくりのあり方を考える」
　「地盤災害の軽減のために何が必要か」
　「原子力発電の安全性をどう評価するか」
　「大震災発生時の教訓と記録をどう伝えるか」等
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問合わせ先：早稲田大学准教授　小玉 乃理子　Email : kodama@aoni.waseda.jp



日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
　　　　14：00-14：10　
　司  会　 依田照彦（日本学術会議会員、早稲田大学教授）　
　挨  拶　 和田　章    （日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、
　　　　　　　　　 　東京工業大学名誉教授）
　　　　14：10-16：15
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　   布野 修司   （滋賀県立大学大学院教授、日本建築学会副会長）
　　　　   仙田　満    （日本学術会議連携会員、放送大学教授、
　　　　　　　　　     こども環境学会代表理事）
　　　　   増田　昇    （大阪府立大学大学院教授、日本造園学会長）
　　　　   吉岡 敏明   （東北大学大学院教授、廃棄物資源循環学会
　　　　　　　　　     「災害廃棄物対策・復興タスクチーム」幹事）
　　　　   浅見 泰司   （日本学術会議連携会員、東京大学空間情報センター長、
　　　　　　　　　     地理情報システム学会会長）
　　　　16：25-17：45　　
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　   米田 雅子   （慶應義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　   基調講演者 5名により行う

申込先：下記サイトの申込フォームよりお申込ください
　　　　URL　 http://jeqnet.org/sympo/no5.html
　　　　定員になり次第締め切らせて頂きますので、ご了承ください

　

連続シンポジウムの申込先URL : http://jeqnet.org/sympo/no5.html

連続シンポジウム（予告）
　平成 24年 7月 24 日（火）開催　第 6回　
　　「原発事故からエネルギー政策をどう建て直すか」
　平成 24年  8 月   8 日（水）開催　第 7回
　　「大震災を契機に国土づくりを考える」

　平成 24年 11 月　総括フォーラム開催予定
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日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
　　　　14：00-14：10　
　司  会　 目黒 公郎   （東京大学教授、日本学術会議連携会員）
　挨  拶　 和田　章    （日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、
　　　　　　　　　 　東京工業大学名誉教授）
　　　　14：10-16：10
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　   入倉 孝次郎（日本学術会議連携会員、京都大学名誉教授、
　　　　　　　　　　　愛知工業大学客員教授）
　　　　   田中　知    （東京大学大学院教授、前 日本原子力学会長）
　　　　   矢部　彰    （日本学術会議連携会員、( 独 ) 産業技術総合研究所理事、
　　　　　　　　　　日本機械学会副会長）
　　　　   坂本 雄三   （独立行政法人建築研究所理事長　
　　　　　　　　　　前 空気調和・衛生工学会長）
　　　　16：20-17：30　　
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　   米田 雅子   （慶應義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　   基調講演者４名に加えて
　　　　   藤江 幸一   （横浜国立大学教授、日本水環境学会前会長）

申込先：下記サイトの申込フォームよりお申込ください
　　　　URL　 http://jeqnet.org/sympo/no6.html
　　　　定員になり次第締め切らせて頂きますので、ご了承ください

　

連続シンポジウムの申込先URL : http://jeqnet.org/sympo/no6.html

連続シンポジウム（予告）
　平成 24年  8 月   8 日（水）開催　第 7回
　　「大震災を契機に国土づくりを考える」

　平成 24年 11 月　総括フォーラム開催予定
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問合わせ先：東京工業大学　小野口弘美 　Email : onoguchi@serc.titech.ac.jp
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）

日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
　　　　14：00-14：10　
　司  会　 依田照彦（日本学術会議会員、早稲田大学教授）　
　挨  拶　 和田　章    （日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、
　　　　　　　　　 　東京工業大学名誉教授）
　　　　14：10-16：15
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　   日下部 治   （日本学術会議連携会員、茨城工業高等専門学校長、
　　　　　　　　　 　前地盤工学会長）
　　　　   鈴木 雅一   （日本学術会議連携会員、東京大学大学院教授、前砂防学会 ））長
　　　　   落合 博貴   （( 独 ) 森林総合研究所 国土保全・水資源研究担当、
　　　　　　　　　　 研究コーディネータ）
　　　　   丸山 久一   （長岡技術科学大学教授、日本コンクリート工学会副会長）
　　　　   岡田 知弘   （日本学術会議連携会員、京都大学大学院教授、
　　　　 　　　　　    日本地域経済学会長）
　　　　16：25-17：45
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　   目黒 公郎   （東京大学教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　   基調講演者 5名により行う

申込先：下記サイトの申込フォームよりお申込ください
　　　　URL　 http://jeqnet.org/sympo/no7.html
　　　　定員になり次第締め切らせて頂きますので、ご了承ください

　

連続シンポジウムの申込先URL : http://jeqnet.org/sympo/no7.html

連続シンポジウム（予告）
　平成 24年 11 月　総括フォーラム開催予定

ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
続
連

　ら
か
害
災
大
巨

る
護
を
土
国
と
命
生

   

　

第
七

る
え
考
を
り
く
づ
土
国
に
機
契
を
災
震
大
　
回四

十
二

、
し
際
に
し
直
見
な
的
本
抜
の
後
今
と
省
反
る
す
対
に
災
震
大
本
日
東
、
て
し
結
集
が
会
学

す
ま
い
行
を
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
続
連
る
す
開
展
を
論
議
な
的
質
本
、
て
え
越
を
壁
の
会
学

四
十
二

年
八
月
八

（
日

水
）

分
五
十
四
時
五
後
午
ら
か
時
二
後
午

料
無
場
入

　

場

　会

（

木
本
六
区
港
都
京
東

 

）
号
四
十
三
地
番
ニ
十
二
目
丁
七

　
　
　

  

線
田
代
千
ロ
ト
メ
京
東
（

 

駅
坂
木
乃

 

）
５
口
出

議
会
術
学
本
日

 

会
絡
連
会
協
学
る
す
関
に
応
対
合
総
の
災
震
大
本
日
東
、
会
員
委
学
築
建
・
学
工
木
土

四
十
二

ら
か
会
学

の

信
発

 

|

|

問合わせ先：東京工業大学　小野口弘美 　Email : onoguchi@serc.titech.ac.jp
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東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会
　　議長　和田　章（東京工業大学名誉教授）
　　幹事　依田照彦（早稲田大学教授）
　　幹事　田村和夫（千葉工業大学教授）
　　幹事　米田雅子（慶應義塾大学特任教授）
　　幹事　目黒公郎（東京大学教授）

　　第1回から第3回幹事　小玉乃理子（前早稲田大学准教授）
　　第4回から第7回幹事　島崎邦彦（東京大学名誉教授）

　　協力　小野口弘美（東京工業大学）
　　協力　田中清子（米田雅子事務所）

連絡会ホームページ
　　 http://jeqnet.org/sympo/
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